
〔様式１〕  協働による社会課題解決の取組の内容 

取組の名称 キッズフェスティバル 

28 年度募集テーマ 『笑顔』  『場づくり』   ※該当テーマに してください。

テーマとの関連 

◎テーマをどのように受け止め、貴団体の取組と合致すると考えたのかをお書きください。 

キッズフェステｲバルの合言葉を 3年前より、「みんなでつくる！外遊びのおまつり」としまし

た。参加者ひとり一人が主体者となり、みんなの力で、誰もがそこにいていいと思える笑顔い

っぱいの場づくりができています。 

参加者、高校生を含む 100人を超えるボランティアは勿論、広告協賛をして下さった企業や団

体。工具等を貸して下さっている小学校や中学校。木工作の木片や段ボール等材料を提供して

下さる方、電線ドラムや土を運んで来てくださる方、プレーリーダー、凧作りや竹馬等の講師、

自然体験リーダーズクラブ、国立吉備少年自然の家の方、資材設置や警備の方、バザー関係の

方、公園協会等も含む行政方等本当に多くの方が関わってくださっています。 

昨年度は、お天気にも恵まれ、広い浦安総合公園西地区（子ども夢が島）が 12500 人の笑顔で

あふれ、楽しい春の一日になりました。 

目的・解決をはかりた

い課題の状況・目標 

◎取組の目的、解決をはかりたい社会課題の状況把握・ニーズ把握、解決後の姿（目標として

いる状況）などについて記載してください。 

子どもが「遊ぶ」空間・時間・仲間の減少、人と関わる機会の減少等により、子どもが健全に

育つ社会環境の悪化が深刻化しています。 

子どもたちの笑顔を願うことは、すべてのひとの願いであり、未来への希望です。 

そのためには、安心して子育てができ、若者や女性が輝くまちづくり、豊かな自然と調和した

市民の手による持続可能なまちづくりが必要であり、それを実現するためにも、多様な主体の

つながりが大切です。 

キッズフェスティバルをそれらのモデル例として、岡山市子どもセンターの目的である 

「子どもたちの豊かな成長」に寄与していきたいと思います。

取組の内容 

１ 取組の対象：対象地域、対象者、対象人数等 

地域：岡山市を含む近隣市町村 

対象：子どもを含むすべての市民  12500人 

２ 取組の担い手：取組への参加団体、参加人数等 

岡山市子どもセンター 50人 

学生ボランティア  市内高校90人、県内大学22人 

公益財団法人岡山市公園協会  6人 

吉備少年自然の家   3人 

NPO法人タブララサ（有機生活マーケット いち＠おかやま） 20人 

学生イベント企画団体とり.ous   10人 

自然体験リーダーズクラブ  7人 

岡山凧友の会   1人 

上ノ山工房  3人 

３ 活動内容、実施方法などを具体的な活動ごとに箇条書きでお書きください。 

12月   実行委員会の立ち上げ  当団体で目的や内容、スケジュールを確認する 

    1月   広告協賛を集める（273口）  

開催のための経費は、理事や会員を中心に、企業や学校、病院などの団体や 

個人商店に伺い、協賛金を集めています。一件一件足を運び、趣旨に賛同し 

ていただくことを大切にしています。子どもを中心に据え、顔の見える協力 

の輪が広がっています。 

 1月   学生ボランティア募集、チラシの配付 

学校に足を運び、趣旨を説明し、その学校に応じたボランティアの募集を行っています。 

3月初旬 広報チラシを岡山市保育園、幼稚園、小学校へ配付（60000枚） 



      学校、園へクラス単位の枚数にして、届けています。 

3月中旬 ボランティア養成講座 

  3月下旬（当日）プレーパークの開設及び児童健全育成団体による屋外遊びの開設 

      プレーパークの開設及び児童健全育成団体による屋外遊びの開設 

  斜面を利用した大型すべり台、ノコギリやかなづちを使って作る木工作、火を扱 

う体験として直火焼きパンやベッコウあめづくり、凧づくり＆凧あげ等々、子ど 

もたちの遊び欲求を刺激する遊びにこだわって開催を継続しています。 

日常の遊び場「おかやまプレーパーク」での経験をもとに、実行委員会や理事会 

等でしっかりと議論し企画・運営してきたことで、子どもが主体となる遊び場に 

なっていると思います。 

5月 広報誌の発行 

    事業実施後の成果をまとめた広報誌を発行し、協賛・協力団体や関係の行政機関などへ 

    配付しています。子どもやボランティアの様子、声などを広く発信することで、子どもの育 

ちと遊びについて考える人を増やしていきたいと考えています。あわせて、支援してくださ 

っている方々には、感謝の意を込め、また継続した支援につながると考えています。 

４ 取組をＷＥＢ等で告知している場合はそのＵＲＬをお書きください。 

  URL  hppt://www.kodomo-npo.jp 

FB   https://www.facebook.com/kodomonpo.okayama/ 

協働の体制 

◎協働する各団体の役割分担や、団体間の目的の共有の仕方、対等な協働関係を築いていくための工夫など、

具体的に記載してください。

協働する各団体は、キッズフェスティバル当日の各種遊びや食べ物バザーを担当しています。 

毎年、実行委員会のスタートにあたって、子どもたちの状況を話し合ったり、何のためにキッズフェス

ティバルを実施するのか、子どもたちにどんな遊び体験の場が必要なのか、子どもたちの遊びに関わる

ボランティアは、どうあったらよいかなどの議論を重ね、目的を共有することを大切にしています。 

ボランティアスタッフ養成講座や開催のための様々な準備を一緒に行う準備過程で、より目的を深め合

うことができます。併せて、事業終了後には、ふりかえりの会を大切に行っています。 

長年続けてこられたのも、このようなしっかりとした話し合いと協働で作り上げるというスタンスのな

かで、前年の課題を解決し、内容をより豊かなものにし続けてこられたこと、関わるすべての人たちが

成長し続けられる場所であると共有できたからだと考えています。 

取組の工夫 

取組の特徴 

◎地域資源や人的資源の活用など工夫した点を記載してください。

多くの企業や団体からの広告協賛金をいただき、バザー等の寄付をあわせ開催経費を生み出

しています。参加費を徴収しないで、だれでもが参加できるようにできているのは、多くの

方たちの支援によるものだからです。岡山にあるこうした理解ある企業や団体の掘り起しも

地域資源の活用といえると思います。  

◎取組の特徴やアピールポイントを記載してください。

①質の高い遊びの提供：

「規制」や「禁止」、「大人の指導や管理」の遊びではなく、子どもの遊ぶ欲求を高め、工夫

できる素材の提供等、ボランティアスタッフの見守りのもと、自分の責任で自由に思いっき

り遊ぶという遊びの質にこだわって企画・運営しています。 

②子どもに関わる団体の協働が生み出すフェスティバル： 

子どもに関わる様々な団体と一緒に取り組んでいます。日頃の子どもに関わる活動を持ち寄

り、それぞれの経験から、子どもの体験活動の大切さを交流し、企画内容の質の向上にもな

っています。また、ボランティア養成講座を事前に開催し、子どもや子どもの遊びへの理解

を深め、自信を持って当日子どもを見守ることができるようにしています。ボランティアは、

指示されて動くのではなく、自分で考えて動くことができるよう「考動」することをキーワ

ードに学び合っています。 

④16 年間の継続： 

16 年間のべ 10万人以上の参加者、のべ 2000 人のボランティアが関わってきたことも誇りあ

る特色だと思っています。 



成果・効果 

◎取組を通じて得られた成果や、解決した社会課題の状況、また関連した地域への効果や変化

などを記載してください。 

1年に 1回の開催ではありますが、16年間継続することで、子どもも大人も関わり合いなが

ら学び合いながら成長し続けていくことが循環していくことを確信しました。 

このように、多様な主体が関わり合いながらまちをつくり、持続可能な未来を作っていける

と思います。 

①子どもが育つ遊び文化の発信：16年間でのべ10万人の参加者ですが、子どもだった参加者が学生ボ

ランティアとして参加したり、親となって子どもと一緒に参加するなど、遊びの文化が広がり、継承さ

れていることを実感しています。 

②1年に1度のキッズフェスティバルは、様々な文化の主体性の場となっています。常設の1か所と市

内10カ所でプレーパークを開催できるようになったこと、30小学校区での夏休みフリー塾（子どもの

居場所づくり）を開催していることは、体験活動の充実にもつながるなど、「体験活動の質」を高めな

がら、遊びの機会を広げていくことができていると思っています。 

③協賛・協力企業等が継続していること、数が増えていることも、子どものことを支援したいという思

いの広がりを感じています。 

④こうした取り組みの中から、子どもにとっての体験活動の意義を考え合う場をつくることもできまし

た。 

今後の活動展開 

など展望 

◎成果の普及や今後の活動展開など展望について記載してください。 

・より多くの子どもに関わる団体とつながり、学び合い、一緒につくっていきたい。 

・キッズフェスティバルからの遊び文化の発信力を高め、地域で豊かな遊びが展開できるよ

うにその原動力を作り出したい。 

・子どもや大人の成長、変化を伝え、体験活動の意義を広めていきたい。 

・スマホやコンピューターの普及のなかで、五感を使った遊びのおもしろさや手作りのおも

しろさを子どもにも大人にも発信していきたい。 

・子育てが楽しくなることを応援していく場にしていきたい。 

・社会全体で子どもが豊かに育つ環境をつくっていくことの重要性、緊急性を発信していき

たい。 

子どもも含めだれもが尊重され、社会の課題解決をしていく主体者となる社会の実現に 

むけて多様な主体でキッズフェスティバル等様々な事業を継続し、子どもも含めだれも 

が尊重され、社会の課題解決をしていく主体者となる社会の実現を目指したいと思います。 








